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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

総売上高 収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 7,625 0.8 2,050 △2.7 37 △77.5 62 △66.6 △74 ―

2023年３月期 7,561 13.3 2,107 8.7 168 182.6 187 147.6 136 ―
(注) 包括利益 2024年３月期 △44百万円( ―％) 2023年３月期 140百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産経常利益率 総売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 △19.55 ― △3.9 1.5 0.5

2023年３月期 36.03 ― 7.5 4.6 2.2

※総売上高は、当社グループの営業活動によって得た販売額の総額であります。『収益認識に関する会計基準』に準
拠した指標ではありませんが、投資者が当社グループの事業規模を判断するうえで重要な指標であると認識し、従
前の企業会計原則に基づき算出し、参考情報として開示しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 4,086 1,930 47.2 462.12

2023年３月期 4,217 1,873 44.4 496.03
(参考) 自己資本 2024年３月期 1,930百万円 2023年３月期 1,873百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 △50 △5 △178 541

2023年３月期 265 11 △106 776

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 18 13.9 1.0

2024年３月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00 25 ― 1.2

2025年３月期(予想) ― 0.00 ― 6.00 6.00 ―

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

総売上高 営業利益 経常利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通 期 7,900 3.6 200 440.5 220 254.8



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 6,078,000株 2023年３月期 6,078,000株

② 期末自己株式数 2024年３月期 1,900,328株 2023年３月期 2,300,328株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 3,796,251株 2023年３月期 3,777,672株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

総売上高 収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 5,744 3.4 1,170 0.3 24 △55.3 130 58.4 80 64.6

2023年３月期 5,555 9.7 1,167 4.5 53 ― 82 427.5 48 ―

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 21.12 ―

2023年３月期 12.89 ―

当社単体の業績につきましては、外出機会の増加による旅行や催事に関連したプロモーション活動のほか、昨年10月
下旬に愛媛県で開催された『第35回全国健康福祉祭えひめ大会～ねんりんピック愛顔のえひめ2023』、JR高松駅周辺
の再開発に関するプロモーション活動があり、総売上高は5,744百万円（前期比103.4％）、収益は1,170百万円（前
期比100.3％）となりました。また、販売費及び一般管理費におきまして、提案活動の活発化に伴い営業活動費用が
増加したほか、営業力・提案力強化を目的とした社内DXの推進費用の計上があり、営業利益は24百万円（前期比44.7
％）となりました。当事業年度につきましては連結子会社２社からの配当が73百万円あり、経常利益は130百万円
（前期比158.4％）、当期純利益は80百万円（前期比164.6％）となりました。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 3,503 1,791 51.1 428.76

2023年３月期 3,335 1,581 47.4 418.69

(参考) 自己資本 2024年３月期 1,791百万円 2023年３月期 1,581百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2023年４月１日から2024年３月31日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウ

イルス感染症が昨年５月に５類へ移行し、社会経済活動の正常化が進んだことから、景気は緩やかな

回復基調となりました。しかしながら、不安定な国際情勢、資源・エネルギー・原材料価格の上昇や

円安の進行などにより、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

広告業界におきましては、経済活動正常化に伴う各企業のプロモーション活動の再開から広告需要

が高まりを見せる中、経済全般のデジタル化の流れを背景に各企業ともデジタル技術を活用したプロ

モーション活動への関心が高い状況が続き、2023年の広告業の売上高は前年同水準の５兆6,674億円

（特定サービス産業動態統計調査、経済産業省）となりました。

当社グループ商勢圏におきましても、昨年５月以降人流が活発化したことに加え、年後半には円安

を背景としたインバウンド需要が徐々に回復したこともあって、広告出稿量につきましては概ね回復

基調となりました。

このような環境の中、当社グループにおきましては、お客さまの経営課題の解決に繋がる戦略を設

計し、共に実践するパートナーになることを『マーケティングデザイン』と称し、この基本概念のも

と2022年４月に策定した『中期経営方針』に基づき、デジタル領域の拡大と新しい事業領域の開発に

取り組んでまいりました。デジタル領域の拡大につきましては、動画広告やSEO・MEO対策などデジタ

ル領域の提案を切り口とした新規開拓に努めるとともに、マーケティング分野へのデータ活用を積極

的に提案したことから、インターネット広告の売上は順調な伸びとなりました。新しい事業領域への

取り組みといたしましては、昨年７月に事業を譲り受け、同８月から再開した徳島県および香川県の

物産販売店舗『徳島・香川トモニ市場～ふるさと物産館～』の運営をとおして地域産品の販路拡大に

取り組んでまいりました。同店舗におきましては、購入者数も順調に増え安定した売上を確保するこ

とができ、百貨店や大型量販店での展示販売にも挑戦いたしました。当連結会計年度におきまして

は、外出機会の増加による旅行や催事に関連したプロモーション活動のほか、昨年10月下旬に愛媛県

で開催された『第35回全国健康福祉祭えひめ大会～ねんりんピック愛顔のえひめ2023』、JR高松駅周

辺の再開発に関するプロモーション活動、地元への就職・転職支援フェアの開催などが当社グループ

の売上の伸長を牽引いたしました。以上の結果、当社グループの総売上高は7,625百万円（前期比

100.8％）となりました（※１）。

当社グループにおきましては、利益率向上を意識した営業活動と内制化の推進を徹底いたしました

が、催事関係の利益率が伸び悩んだことと動画コンテンツの制作や配信等に関する外注費の計上があ

り、収益は2,050百万円（前期比97.3％）、売上総利益は1,570百万円（前期比96.0％）となり、売上

総利益率につきましても1.0ポイント低下いたしました（※２）。

当連結会計年度におきましては、提案活動の活発化に伴い営業活動費用が増加したほか、徳島・香

川トモニ市場の再開に向けた初期費用に加えて、新規事業における販売商品に関するプロモーション

費用や営業力・提案力強化を目的とした社内DXの推進費用を計上したことから、販売費及び一般管理

費が1,533百万円（前期比104.5％）となり、営業利益は37百万円（前期比22.5％）、経常利益は62百

万円（前期比33.4％）となりました。

また、連結子会社の事業用資産に関して減損処理を行い固定資産の減損損失68百万円を特別損失に

計上し、さらに、当社グループの繰延税金資産に関して43百万円を取り崩した結果（※３）、親会社

株主に帰属する当期純損失は74百万円（前期は136百万円の親会社株主に帰属する当期純利益）とな

りました。

※１ 総売上高は、当社グループの営業活動によって得た販売額の総額であります。『収益認識に関する会計基

準』に準拠した指標ではありませんが、投資者が当社グループの事業規模を判断するうえで重要な指標であ

ると認識し、従前の企業会計原則に基づき算出し、参考情報として開示しております。

※２ 売上総利益率＝売上総利益／総売上高

※３ 詳細は2024年７月24日公表の「特別損失の計上並びに繰延税金資産の取り崩しによる法人税等調整額の計上

について」をご参照ください。
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【参考】事業別の状況（当連結会計年度）

区 分
総売上高 営業利益

（百万円） 前期比（％） 構成比（％） （百万円） 前期比（％）

広告事業 7,532 100.0 98.7 63 36.9

テ レ ビ 1,255 103.9 15.6

― ―

ラ ジ オ 149 103.5 1.8

新 聞 960 97.9 11.9

雑 誌 176 89.8 2.2
セールスプロモーション 1,120 101.6 13.9
イ ベ ン ト 1,198 102.6 14.8

屋 外 243 76.1 3.0

インターネット/モバイル 1,715 101.5 21.3
制作・その他 1,143 96.8 14.2

セグメント内の内部売上高 △429 92.9 ―

ヘルスケア事業 29 93.9 0.4 △3 ―

リテール事業 63 ― 0.9 △23 ―

調整額 ― ― ― 1 31.5

グループ合計 7,625 100.8 100.0 37 22.5

※１ 当社グループの扱うサービスのうち、テレビ・ラジオ・新聞および雑誌を中心とする各種メディアを活
用した広告の企画・立案・制作、ならびに、セールスプロモーションやインターネット関連広告などの
広告に関するあらゆるサービス活動のほか、フリーマガジンおよび月刊タウン情報誌の発行を「広告事
業」として区分しております。また、地域密着型通所介護施設の運営を「ヘルスケア事業」として、通
販や店舗をとおした地域産品の販売事業を「リテール事業」として区分しております。

※２ 調整額はセグメント間取引消去であります。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は4,086百万円となり、前連結会計年度末に比べ130百万円の減少

となりました。

資産の部では、現金及び預金の減少と受取手形及び売掛金の増加のほか、譲渡制限付株式報酬制度

の導入に伴う前払費用の増加等があり、流動資産は前連結会計年度末に比べ183百万円減少し、2,057

百万円となりました。また、高知県が発行するグリーンボンドへの投資による投資有価証券の増加と

譲渡制限付株式報酬制度の導入に伴う前払費用の増加のほか、固定資産の減損処理による減少と繰延

税金資産の取り崩しがあり、固定資産は前連結会計年度末に比べ52百万円増加し、2,028百万円とな

りました。

負債の部では、短期借入金の減少と１年以内返済予定の長期借入金の減少から、流動負債は前連結

会計年度末に比べ95百万円減少し、1,566百万円となりました。また、長期借入金の返済を主な要因

として、固定負債は前連結会計年度末に比べ92百万円減少し、589百万円となりました。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ56百万円増加し、1,930百万円となりました。これは主に

親会社株主に帰属する当期純損失の計上と期末配当金の支払いのほか、譲渡制限付株式としての自己

株式の処分によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ234百万円

減少し、541百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は50百万円（前連結会計年度は得られた資金265百万円）となりま

した。これは主に減損損失68百万円、売上債権の増加額33百万円、法人税等の支払額70百万円による

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は５百万円（前連結会計年度は得られた資金11百万円）となりまし

た。これは主に投資有価証券の取得による支出25百万円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は178百万円（前連結会計年度は使用した資金106百万円）となりま

した。これは主に長期借入金の返済による支出108百万円および配当金の支払18百万円によるもので

あります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

自己資本比率（％） 44.6 43.1 44.0 44.4 47.2

時価ベースの自己資本比（％） 23.5 29.8 24.7 26.7 32.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

10.0 ― ― 2.4 ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

11.3 ― 12.9 34.8 11.3

※各指標は、以下の算式により算出しております。
自己資本比率＝自己資本/総資産
時価ベースの自己資本比率＝株式時価総額/総資産
キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債/キャッシュ・フロー
インタレスト・カバレッジ・レシオ＝事業利益/利払い
(注)１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。
３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。
４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている負債を対象としておりま

す。
５．事業利益は営業利益、受取利息および受取配当金の合計額で計算しております。

（４）今後の見通し

①今後の見通し

新型コロナウイルス感染症によって加速したデジタル化は多くの業界に影響を与え、顧客情報のほ

か製造過程のデータ化によって生産性向上に取り組む企業や、デジタル技術を活用したサービス内容

の検討からビジネスモデルの転換に取り組む企業が増え、既存事業の見直しを図り、新しい価値を顧

客に提供する動きが活発となってまいりました。

2023年の国内広告業界の売上高は、経済活動正常化に伴う各企業のプロモーション活動の再開から

広告需要が高まりを見せる中、2023年の広告業の売上高は前年同水準の５兆6,674億円（特定サービ

ス産業動態統計調査、経済産業省）に留まりましたが、経済全般のデジタル化の流れを背景に各企業

ともデジタル技術を活用したプロモーション活動への関心が高い状況が続き、インターネット広告費

につきましては、１兆4,861億円（前年比108.4％）の売上高となり（特定サービス産業動態統計調

査、経済産業省）、前年に続き好調な伸びを維持しました。

このような中、過去、主流であったマス媒体を中心としたコミュニケーション活動は、デジタル化

の進展や働き方改革に伴うワークスタイルの変化によって激変し、各企業はデジタル技術やデジタル

ツールを駆使し、商品・サービスを提供するだけではなく、ＳＮＳなどを利用するなどコミュニケー

ション領域を拡大するようになりました。

また、当社グループが事業を営むローカルエリアにおきましては、少子高齢化や労働力不足など解

決すべき課題が数多く存在しておりますが、こうした課題に取り組むことは旧来のビジネスモデルと

は違った「新たな企業価値」の創出を可能とします。そして、こうした課題を素早く捉え、的確に適

応していくためには、発想の転換や迅速な経営判断が重要であると考えております。

このようなデジタル化や少子高齢化で社会が大きく変化する時代にあっては、お客さまは経営全般

の課題解決策を求めるようになり、お客さまの経営課題全般の解決に役立つ提案をすることが顧客第

一の精神となります。また、お客さまは単に良いクリエイティブを提供するだけでは評価しなくな

り、新しい商品やサービスを生み出す力を重視するようになると考えられます。

そこで、当社グループにおきましては、「お客さまの経営課題の解決に繋がる戦略を設計し、共に

実践するパートナーになること」を今後の当社グループの在り方と定義し、これを『マーケティング
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デザイン』と称して日々の営業活動の基本概念としております。そして、変化の激しい経営環境を乗

り越えていくためには、「デジタル領域の拡大」と「新しい事業領域の開発」に取り組むことが不可

欠であると考えております。さらに、私たちの提供するサービスは行政や地域に対しても広がりま

す。地域課題から社会的価値を構想し、実現させていくことも当社グループの活動領域であると捉

え、企業理念が示すように、「顧客課題を提案活動によって解決し、地域の皆様とともに豊かな文化

を育て、社会をより楽しく、より美しく、より豊かにすること」が当社グループの使命であると考え

ております。これらの実現に向け、当社グループにおきましては、「①デジタル領域への挑戦、②新

規事業への挑戦、③クリエイティブスタッフの高付加価値化、④課題解決型営業の推進、⑤強みを活

かした多面的な取り組みの強化、⑥人材への投資、⑦内部統制およびコンプライアンス体制の強化」

に取り組んでおります。

なお、次期連結会計年度（2025年3月期）の当社グループ通期の業績につきましては、人流活発化

やインバウンド需要の回復のほか、企業の賃上げや所得減税効果による消費改善から企業業績回復に

伴うプロモーション活動の活発化が期待され、総売上高7,900百万円、営業利益200百万円、経常利益

220百万円を予想しております。

②利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題として位置付け、安定した配当を継続して実施

することを基本とし、設備投資や販売強化等に関する資金需要の状況、業績の動向、ならびに内部留

保の充実等を総合的に検討したうえで配当額を決定しております。

当方針のもと、期末配当金につきましては、安定配当を維持しながら中長期的な視点で利益還元の

充実を図ってまいりたいとの考えから、従業員に対する譲渡制限付株式としての自己株式の処分によ

る自己資本比率の改善等を踏まえ、利益成長に向けた新規投資と安定した株主還元の最適なバランス

を検討した結果、１株当たり６円といたしました。

また、次年度の配当金につきましても、安定配当の継続を重視し、グループを挙げて業績拡大と収

益向上に努め、１株当たり６円とする予定です。

2024年３月期（第73期）期末配当金

１株につき金６円00銭（総額25,066,032円）

期末配当の効力発生日並びに支払開始日

2024年６月10日（月曜日）

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性、ならびに国際的な資

金調達を行っていないこと等を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢等を考慮のうえ、適切に対応していく

方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 867,559 620,421

受取手形及び売掛金 1,297,048 1,328,528

商品 8,733 8,383

仕掛品 18,400 27,637

貯蔵品 2,820 2,840

未収還付法人税等 － 6,964

その他 48,952 65,835

貸倒引当金 △2,451 △2,802

流動資産合計 2,241,062 2,057,807

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 900,288 902,376

減価償却累計額 △661,994 △676,683

建物及び構築物（純額） 238,293 225,693

土地 678,372 610,040

その他 111,699 120,250

減価償却累計額 △86,606 △88,396

その他（純額） 25,093 31,854

有形固定資産合計 941,759 867,588

無形固定資産

その他 18,359 32,016

無形固定資産合計 18,359 32,016

投資その他の資産

投資有価証券 177,106 235,208

繰延税金資産 99,224 55,610

投資不動産 881,274 882,414

減価償却累計額 △237,657 △251,558

投資不動産（純額） 643,616 630,856

その他 98,220 211,300

貸倒引当金 △2,143 △4,038

投資その他の資産合計 1,016,024 1,128,937

固定資産合計 1,976,143 2,028,542

資産合計 4,217,205 4,086,350
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,126,906 1,124,014

短期借入金 125,000 76,000

1年内返済予定の長期借入金 71,443 60,576

未払法人税等 37,896 3,535

賞与引当金 64,890 59,800

その他 235,283 242,335

流動負債合計 1,661,419 1,566,262

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 332,492 235,283

退職給付に係る負債 171,831 168,142

役員退職慰労引当金 7,337 8,087

その他 70,272 77,970

固定負債合計 681,933 589,483

負債合計 2,343,352 2,155,745

純資産の部

株主資本

資本金 294,868 294,868

資本剰余金 198,600 263,832

利益剰余金 1,682,930 1,589,795

自己株式 △314,972 △260,204

株主資本合計 1,861,427 1,888,292

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,494 46,680

退職給付に係る調整累計額 △4,069 △4,368

その他の包括利益累計額合計 12,424 42,312

純資産合計 1,873,852 1,930,604

負債純資産合計 4,217,205 4,086,350
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（２）連結損益及び包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

総売上高 7,561,854 7,625,495

収益 2,107,165 2,050,986

売上原価 471,532 480,063

売上総利益 1,635,633 1,570,922

販売費及び一般管理費 1,467,344 1,533,015

営業利益 168,288 37,907

営業外収益

受取利息 126 45

受取配当金 4,340 4,682

投資不動産賃貸料 43,822 44,114

助成金収入 6,784 1,951

その他 5,496 6,013

営業外収益合計 60,570 56,806

営業外費用

支払利息 4,957 3,768

不動産賃貸費用 34,254 27,770

その他 2,052 475

営業外費用合計 41,264 32,014

経常利益 187,594 62,700

特別利益

固定資産売却益 － 403

投資有価証券売却益 1,199 909

特別利益合計 1,199 1,313

特別損失

減損損失 6,699 68,331

固定資産除却損 0 653

特別損失合計 6,700 68,985

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失(△)

182,094 △4,971

法人税、住民税及び事業税 45,034 29,568

法人税等調整額 936 39,706

法人税等合計 45,971 69,275

当期純利益又は当期純損失(△) 136,123 △74,247

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失(△)

136,123 △74,247

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,324 30,186

退職給付に係る調整額 △1,735 △298

その他の包括利益合計 4,588 29,887

包括利益 140,711 △44,359

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 140,711 △44,359

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自2022年４月１日 至2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有価

証券

評価差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の包

括利益

累計額合計

当期首残高 294,868 198,600 1,561,917 △314,972 1,740,415 10,170 △2,333 7,836 1,748,251

当期変動額

剰余金の配当 △15,110 △15,110 △15,110

親会社株主に帰属す

る当期純利益
136,123 136,123 136,123

自己株式の処分 ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,324 △1,735 4,588 4,588

当期変動額合計 ― ― 121,012 ― 121,012 6,324 △1,735 4,588 125,601

当期末残高 294,868 198,600 1,682,930 △314,972 1,861,427 16,494 △4,069 12,424 1,873,852

当連結会計年度(自2023年４月１日 至2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有価

証券

評価差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の包

括利益

累計額合計

当期首残高 294,868 198,600 1,682,930 △314,972 1,861,427 16,494 △4,069 12,424 1,873,852

当期変動額

剰余金の配当 △18,888 △18,888 △18,888

親会社株主に帰属す

る当期純利益
△74,247 △74,247 △74,247

自己株式の処分 65,232 54,768 120,000 120,000

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

30,186 △298 29,887 29,887

当期変動額合計 ― 65,232 △93,135 54,768 26,864 30,186 △298 29,887 56,751

当期末残高 294,868 263,832 1,589,795 △260,204 1,888,292 46,680 △4,368 42,312 1,930,604
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

182,094 △4,971

減価償却費 30,205 30,124

減損損失 6,699 68,331

のれん償却額 1,200 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △149 2,746

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,785 △5,090

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4,783 △3,623

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 750 750

受取利息及び受取配当金 △4,466 △4,727

賃貸料の受取額 △43,822 △44,114

不動産賃貸費用 34,254 27,770

支払利息 4,957 3,768

投資有価証券売却損益（△は益） △1,199 △909

有形固定資産売却損益（△は益） － △403

有形固定資産除却損 0 653

売上債権の増減額（△は増加） △96,719 △33,568

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,971 △8,906

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,220 1,066

仕入債務の増減額（△は減少） 146,725 △2,891

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,279 △12,065

その他の流動負債の増減額（△は減少） 35,145 6,554

その他 384 △1,199

小計 292,588 19,294

利息及び配当金の受取額 4,466 4,688

利息の支払額 △4,979 △3,659

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △26,613 △70,639

営業活動によるキャッシュ・フロー 265,463 △50,316

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △76,300 △67,700

定期預金の払戻による収入 79,900 80,219

有形固定資産の取得による支出 △7,400 △7,666

有形固定資産の除却による支出 － △390

有形固定資産の売却による収入 － 428

投資有価証券の取得による支出 △5,302 △25,433

投資有価証券の売却による収入 1,200 2,576

投資不動産の取得による支出 － △1,140

保険積立金の積立による支出 △1,160 △1,302

投資不動産の賃貸による収入 43,930 44,023

その他 △23,788 △29,135

投資活動によるキャッシュ・フロー 11,078 △5,520
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 19,000 △49,000

長期借入れによる収入 100,000 ―

長期借入金の返済による支出 △158,076 △108,076

社債の発行による収入 100,000 ―

社債の償還による支出 △150,000 ―

配当金の支払額 △15,110 △18,888

その他 △2,118 △2,817

財務活動によるキャッシュ・フロー △106,304 △178,782

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 170,237 △234,619

現金及び現金同等物の期首残高 606,260 776,497

現金及び現金同等物の期末残高 776,497 541,878
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象
となっているものです。
当社グループの扱うサービスのうち、テレビ、ラジオ、新聞および雑誌を中心とする各種メディア

を媒体とした広告の企画、立案、制作、ならびに、セールスプロモーションやインターネット関連広
告などの広告に関するあらゆるサービス活動のほか、フリーマガジンおよびタウン情報誌の発行を
「広告事業」として区分しております。
このほか、小規模の地域密着型通所介護施設の運営を「ヘルスケア事業」として、通販や店舗をと

おした地域産品の販売事業を「リテール事業」として区分しております。
なお、当連結会計年度より、従来「広告事業」に含まれていた「リテール事業」について量的な重

要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

２ 報告セグメントごとの収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
報告されている事業セグメントの会計処理において特有の会計処理はございません。また、報告セ

グメントの利益は、営業利益ベースの数値であり、セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実
勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解
情報

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２

広告
事業

ヘルスケア
事業

リテール
事業

合計

収益

顧客との契約から生じる
収益

1,958,386 29,532 63,067 2,050,986 ― 2,050,986

外部顧客への収益 1,958,386 29,532 63,067 2,050,986 ― 2,050,986

セグメント間の内部
収益又は振替高

△25 ― ― △25 25 ―

計 1,958,361 29,532 63,067 2,050,961 25 2,050,986

セグメント利益又は損失(△) 63,368 △3,556 △23,729 36,082 1,825 37,907

セグメント資産 4,104,452 29,912 25,493 4,159,858 △73,508 4,086,350

その他の項目

減価償却費 29,369 ― 755 30,124 ― 30,124

有形固定資産及び無形固定資産
の増加額

38,271 ― 1,196 39,468 ― 39,468

(注)１．調整額は、以下のとおりであります。
(1)セグメント利益又は損失(△)の調整額1,825千円は、セグメント間取引消去であります。
(2)セグメント資産の調整額△73,508千円は、セグメント間取引消去であります。
２．セグメント利益又は損失(△)は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 496.03 円 462.12 円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

36.03 円 △19.55 円

(注)１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり

当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円)

136,123 △74,247

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円)

136,123 △74,247

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,777 3,796

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2023年３月31日)

当連結会計年度末
(2024年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,873,852 1,930,604

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 1,873,852 1,930,604

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(千株)

3,777 4,177
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(重要な後発事象)

当社は、2024年３月１日開催の取締役会において、株式会社メディア・エーシー（所在地：高知県

高知市、代表取締役 小嶋直人）の株式を全株取得することについて、協議を開始しております。

1．株式取得の理由

当社は、中国四国エリアを中心に広告事業を展開し、地域に密着したきめ細かな提案活動によ

って、多様化するお客様の要望に対し、質の高いコミュニケーション効果の創造を提供してまい

りました。その中で、高知エリアにつきましては、さらなるシェア拡大のためには、新たな顧客

と優秀な人材の確保が課題であると認識してまいりました。 一方、株式会社メディア・エーシ

ーは、広告業を営む会社として1996年4月に設立し、以降、マス媒体のほか販促ツールデザイン

やホームページ制作などＷｅｂマーケティングなどを手掛け、安定した業績を確保していまいり

ましたが、さらなる成長を図るためには、営業力や企画提案力の強化が不可欠であると認識して

まいりました。 このような状況のもと、両社は、当社が株式会社メディア・エーシーの株式を

全株取得することが、両社の課題解決にとって最善の方法であり、営業力と提案力の強化を図る

ことがグループ全体の企業価値向上に繋がるものと考え、協議を開始することといたしました。

2．対象企業の概要

①名称 株式会社メディア・エーシー

②所在地 高知県高知市杉井流8番1号

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小嶋 直人

④事業内容

販売促進計画の企画立案、VI／CI計画・デザイン制作 各種広告素材・各種

販促物の企画制作 屋内外サインの計画・施工、ホームページの制作 Web

マーケティング支援、イベントの企画・運営

⑤資本金 1,000万円


